
★実際の災害時に

は、以下の場所で

災害ボランティアセ

ンターを開設予定

としています。 

 

 

梅雨も明け、毎日暑い日が続きますね。皆さん夏バテや熱中症になっていませんか？朝は、早くか

ら元気な蝉の声がし、車で走行していると、街中では、黄色一色の元気な向日葵が、太陽に向かって

顔を向けている光景が見られます。 

しかし、最近悲しい事件が報道され、とてもびっくりしました。皆さんもご存知だと思いますが、たくさ

んの障害者の尊い命がなくなり、又たくさんの方が怪我をされた事件には、とても憤りを感じます。「命

の重さ」をどのように考えているのだろうか？と考えさせられる思いがしました。一つしかない大切な命、

それは掛け替えのない物だと思います。他人に奪われてしまった障害者の皆様のご冥福を願いたいと

思います。 

今年は、台風がとても少なく、いつ、自然災害が起こるかも知れません。日頃の天気予報に十分注

意し、災害から自分の身を守りたいですね！ 

 

平成２８年８月２８日（日） 碧南市総合防災訓練 会場 大浜小学校で開催！ 

社協は今年も災害ボランティアセンター開設訓練を行います！  
○災害ボランティアセンターとは、被災地の復旧・復興活動を行ってくれるボランティアさんをコーデ

ィネートすることを目的としたセンターです。東日本大震災や熊本地震でも多くのボランティアが

活動しています。碧南市社会福祉協議会では、災害時に碧南市の災害対策本部からの依頼を

受けて、災害ボランティアセンターの開設をすることになっています。 

今回の防災訓練でも、碧南防災ボランティア連絡会のメンバーの協力を得て、訓練当日の運営を

していきますので、今度の防災訓練で災害ボランティアセンターの開設訓練へご参加ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

碧南市山神町 8 丁目３５番  へきなん福祉センターあいくる 

運営者  碧南市社会福祉協議会 

昨年の防災訓練での災害ボランティアセンター開設訓練の様子 



アイシン精機株式会社後援 さわやかふれあい講座 参加者募集！！ 

   親子でいっしょに防災教室 
～親子での交流を通し、備えの大切さを学ぼう～ 

防災について家族で話し合ったことはありますか？ 

いつか来る災害に備えて、親子で考える機会にしたいと思います。近年起きている大地震の現実と教訓を交

えながら、家族でできる防災対策法を考えたいと思います。 

また、まだ言葉を話せない赤ちゃんに対して、簡単なジェスチャーを通してコミュニケーションを図り、楽しく学び

ながら防災意識を高める方法を考えたいと思います。 

日にち プログラム 

 

９月４日（日） 

幼児と防災 

～防災ゲームと折り紙で作る防災用品で学ぼう～ 

幼児向け防災カードゲーム「ぼうさいダック」や、折り紙で防災用品を作ることを通して、親子で防

災意識を高めます 

 

９月１１日（日） 

乳幼児と防災 

～ジェスチャーで交わす親子の防災～ 

乳幼児の保護者に対しての防災意識を高めるために、まだ言葉を話せない赤ちゃんに対して

も、身振りやサインを使ってコミュニケーションをとる方法を学びます 

＊ご都合のよい日の参加だけでも大歓迎です。キッズスペースもご用意しております。 

時 間： ２日間共に１０：００～１２：００ 

場 所： へきなん福祉センターあいくる  碧南市山神町８丁目３５番地 

参加費： 無料 

定  員： ２０名程度 

主  催： 碧南市社会福祉協議会 

協  力： 碧南市市民活動センター、ここるっくしんかわ 

後  援： アイシン精機株式会社 

講  師： 1 日目 近藤ひろ子氏、 NPO法人愛知ネット 

       2 日目 近藤禎子氏（NPO法人 生活支援サイン代表） 

 

碧南市赤十字奉仕団 

碧南市ボランティア連絡協議会の会員である「碧南市赤十字奉仕団」の活動を紹介します。 

碧南市赤十字奉仕団の数ある活動のひとつに災害救護に関する活動があります。災害時に碧南市災害対策本部

から救援依頼を受け、炊き出し等を行うことになっています。いつ起こるかわからない災害に備え、防災訓練を

しています。８月に行う総合防災訓練でも「はそり」という大きな釜を使い、炊き出しを行います。当日は、約

500人分のアルファ米五目御飯と豚汁を提供できるよう頑張ります。 

また、７月に開催されたあいくるまつりでは、炊き出しの練習を兼ねて「熊本がんばれカレー」を来場された

皆さんに募金をしてもらい、食べていただきました。皆さんの志は、65,039円にもなり、熊本地震災害義援金

として送金しました。ご協力ありがとうございました。 

そのほか、日本赤十字社の社資を集めたり、特別養護老人ホームへ奉仕活動したり、各地区での清掃活動など

を行っています。 

ぜひ、私たち碧南市赤十字奉仕団の活動に注目していただき、この機会に防災に対する意識を高めていきまし

ょう! 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

炊き出し以外にも、防災訓練では様々な訓練が開催されます！！ 
避難訓練や初期消火訓練をはじめ、へきなん防災メールの安否確認、大丈夫ですタオル（在宅者が無事であれ 

ばタオルを玄関先や郵便ポストなどに掲げて、周囲に知らせる）の活用等、行政と地域住民の方々が連動した訓 

練内容になっております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

「自分の命は自分で守る」  

碧南市更生保護女性会  永坂 幸子 
常に防災の話があるところでは言われている言

葉です。命を守るためには、まず、自分の家の家具

固定が大切です。自分の家の中でけがをしたり、物

の下敷きになり身動きがとれなくなったりしたら大

変です。また、寝具のそばには最低でも“くつ”、

“水”を置いておくことを心がけてください。 

碧南市は川と海に囲まれた街です。私たちの地

域は、津波より地震・液状化に注目が集まります。

被災後すぐに復旧することは難しいです。橋が壊

れたら近隣市からの助けが来るにも時間がかかり

ます。液状化になれば外へも出られません。常日頃

から、備えができるものの準備を心がけましょう。 

 (資料・あいち防災通信第 12号) 

 
 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
『ボランティアかわらばん』を読んだら挑戦してみよう！  

 
①  魚の中で一番あまい魚ってなあに？ 
②  おちゃはおちゃでも、子どもたちが好きなおちゃは？ 

● 全問正解の方の中から抽選で３名様に、粗品を贈呈いたします。 

締め切りは９月 7 日(水)必着です。 

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせて頂きます。 

● 下記応募券の内容を全てご記入のうえ、表紙に記載してある社会福祉協議会ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰま

でハガキ、FAX、e-mail でご応募ください。応募券をﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡協議会の役員か社会福

祉協議会へお届けいただいても結構です。 

● 前回のなぞなぞのこたえあわせ ①「ち」の字  ②あたま 

キリトリ（ＦＡＸで送られる際は切り取らずにこのまま送信してください）  

応 

募 

券 

答え ①   ②   

住所 〒  - 年齢  

氏名  電話番号  

ボランティア 
かわらばんの感想  

・7 月 30 日に土用の丑がありました。今年も鰻は、高値ですが、高いからと言って

買わない訳にはいきません。あの美味しい匂いに誘われると、『何匹買おうか

な？・・・』と考えてしまいます。皆さんも美味しい鰻を食べ、夏バテを吹き飛ば

しましょう。 藤田 

・夏本番の今日この頃ですね。この時期には毎日のように「熱中症、熱中症」と言わ

れ、亡くなられる人も見えます。 

自分の体は自分で守らなければいけません。皆さん水分補給をしっかりして、この

暑い夏を乗り越えましょう。 オガアヤ 

 

「チャリティーフリーマーケット」 
“物を再利用して生かしたい”という思いで、平成８年に結成したグ

ループです。皆様から不用品（着ない服（新品でなくても結構です）、小さ

くなった靴、雑貨、小家具、その他）をご提供いただき、現在は市外各所の

リサイクルショップで売ったり、毎年度末に行われる「ボランティアのつど

い」のフリーマーケットで売って、その 

代金を社会福祉協議会や福祉施設に寄

付すること、また、現物を施設等に寄付 

する活動をしています。捨てればゴミ 

ですが、使えば立派な用品がたくさん 

あります。 

是非、ご提供ください。宜しくお願 

いします。 

     代表：祢宜田 

ご連絡は社会福祉協議会へ 
 

平成 27 年度ボランティアのつどいにて 
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